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六
三
e

六
五

国
債
証
券
買
入
銷
却
法
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
国
債
の
買

入
消
却
に
関
す
る
件

二
四
42

四

六
六

個
人
向
け
国
債
の
発
行
等
に

関
す
る
省
令
第
四
条
第
六
項

第
二
号
に
規
定
す
る
中
途
換

金
に
係
る
個
人
向
け
国
債
の

買
入
消
却
に
関
す
る
件

二
八
44

一
五

六
七

関
税
暫
定
措
置
法
別
表
第
一

の
六
に
掲
げ
る
物
品
の
平
成

二
十
三
年
度
の
初
日
か
ら
平

成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
の
輸
入
数
量
を
告
示
す

る
件

二
九

四

六
八

平
成
二
十
三
年
度
の
初
日
か

ら
平
成
二
十
四
年
一
月
三
十

一
日
ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉
及

び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数
量

を
告
示
す
る
件

二
九

四

六
九

平
成
二
十
三
年
度
の
初
日
か

ら
平
成
二
十
四
年
一
月
三
十

一
日
ま
で
の
豚
肉
等
並
び
に

生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等

の
各
輸
入
数
量
を
告
示
す
る

件

二
九

五

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省

二

緑
地
面
積
率
等
に
関
す
る
区

域
の
区
分
ご
と
の
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示

一
七

四

〇
財

務

省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

二

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
危
機
対
応
業

務
を
行
う
営
業
所
又
は
事
務

所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
件

九

二

〇
国

税

庁

四

宮
城
県
の
一
部
の
地
域
に
お

け
る
国
税
に
関
す
る
申
告
期

限
等
を
指
定
す
る
件

三

四

五六

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

を
公
示
す
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
五

二

七

〃

二
九

五

〇
文
部
科
学
省

二
〇

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
国

際
規
制
物
資
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

六

四

二
一

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を

抹
消
す
る
件

七

三

二
二

在
外
教
育
施
設
の
認
定
等
に

関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
六

二

二
三

在
外
教
育
施
設
を
認
定
し
た

件

一
七

四

二
四

平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て

使
用
さ
れ
る
小
学
校
、
中
学

校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支

援
学
校
の
教
科
書
の
定
価
を

認
可
し
た
件

一
七
37

一

二
五

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者

の
認
定
が
解
除
さ
れ
た
件

二
一

三

二
六

文
化
財
を
登
録
有
形
文
化
財

に
登
録
す
る
件

二
三
41

六

二
七

学
校
法
人
の
寄
附
行
為
及
び

寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
に

関
す
る
審
査
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

二
八

三

二
八

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等

専
門
学
校
を
設
置
す
る
学
校

設
置
会
社
に
関
す
る
審
査
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

二
八

三

二
九

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施

行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の

六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三

号
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科

学
大
臣
が
定
め
る
療
養
を
定

め
る
件
を
廃
止
す
る
件

二
九

五

〇
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省

一

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ

き
平
成
二
十
三
年
度
補
正
予

算
に
係
る
特
定
補
助
金
等
を

指
定
す
る
件

一
七

四

〇
文

化

庁

一
一

重
要
文
化
財
を
管
理
す
べ
き

地
方
公
共
団
体
を
指
定
す
る

件

七

三

一
二
一
三

史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

一
五

二

一
四
一
五

著
作
権
者
不
明
の
著
作
物
の

利
用
に
関
す
る
裁
定
及
び
補

償
金
の
額
を
定
め
る
件

一
六
36

三

一
六

平
成
二
十
三
年
度
使
用
教
科

書
等
掲
載
補
償
金
額
を
定
め

る
件

二
三
41

一
〇

一
七

平
成
二
十
三
年
度
使
用
教
科

用
拡
大
図
書
複
製
補
償
金
額

を
定
め
る
件

二
三
41

一
五

〇
厚
生
労
働
省

三
七

雇
用
保
険
法
附
則
第
五
条
第

一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
地
域
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一

七

三
八

健
康
保
険
組
合
の
合
併
を
認

可
し
た
件

三

四

三
九

健
康
保
険
組
合
の
名
称
を
変

更
し
た
件

三

四

四
〇

健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
た
件

三

四

四
一

国
民
年
金
法
施
行
令
第
七
条

及
び
第
八
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
国
民
年
金
の
保
険
料

を
前
納
す
る
場
合
の
期
間
及

び
納
付
す
べ
き
額
の
一
部
を

改
正
す
る
件

六
27

一

四
二

作
業
環
境
測
定
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

七

三

四
三

作
業
環
境
評
価
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件

七

三

四
四

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規

則
第
八
条
第
一
項
の
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
要
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

七

三

四
五

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規

則
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
性
能
の
一

部
を
改
正
す
る
件

七

三

四
六

労
働
安
全
衛
生
法
の
規
定
に

よ
り
登
録
製
造
時
等
検
査
機

関
等
の
事
務
所
の
所
在
地
を

変
更
す
る
件

七

四

四
七

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ

に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録

及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
の

規
定
に
よ
り
登
録
検
査
業
者

検
査
員
研
修
機
関
を
登
録
し

た
件

七

四

四
八

薬
事
法
第
七
十
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
希
少

疾
病
用
医
薬
品
を
指
定
し
た

件

九

二
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